
特集Ⅰ

� 初等教育資料　令和6年2月号（No.1043）　6

Ⅰ
「
授
業
観
」
の
転
換
を
図
る

　

ま
ず
、
本
稿
で
述
べ
る
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
」
の

主
語
は
子
供
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
人
一
台

端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
学
習
の
基
盤
と
し

て
、「
授
業
観
」
の
転
換
に
向
け
、
先
導
的
な

取
組
を
進
め
て
い
る
教
育
委
員
会
や
学
校
に
お

け
る
実
践
事
例
の
紹
介
を
通
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
未
来
の
社
会
を
見

据
え
、
子
供
の
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
、

「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」

の
一
体
的
な
充
実
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ま

で
培
わ
れ
て
き
た
工
夫
と
共
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
新

た
な
可
能
性
を
学
習
に
生
か
す
こ
と
で
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　
「
個
別
最
適
な
学
び
」
は
「
指
導
の
個
別
化
」

と
「
学
習
の
個
性
化
」
に
整
理
さ
れ
る
。「
指

導
の
個
別
化
」
と
は
、
子
供
一
人
一
人
の
特
性

や
学
習
進
度
、
学
習
到
達
度
等
に
応
じ
、
指
導

方
法
・
教
材
や
学
習
時
間
等
の
柔
軟
な
提
供
・

設
定
を
行
う
こ
と
な
ど
で
あ
り
、「
学
習
の
個

性
化
」
と
は
、
子
供
の
興
味
・
関
心
・
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
方
向
性
等
に
応
じ
、
教
師
が
子
供
一

人
一
人
に
応
じ
た
学
習
活
動
や
学
習
課
題
に
取

り
組
む
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
子
供
が
自

身
の
学
習
を
最
適
と
な
る
よ
う
調
整
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
個
別
最
適
な
学
び
」
の
充
実
に

当
た
っ
て
は
、
一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
子
供
た
ち
の
学
習
進
度

や
学
習
到
達
度
等
に
応
じ
た
対
応
が
可
能
に
な

る
。
ま
た
、
子
供
一
人
一
人
が
興
味
・
関
心
等

に
応
じ
た
課
題
意
識
を
も
っ
て
、
多
様
な
方
法

で
多
様
な
課
題
を
解
決
し
て
い
く
学
習
に
お
い

て
は
、
そ
れ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
や
学
び
方

も
一
人
一
人
異
な
る
た
め
、
一
人
一
台
端
末
が

よ
り
有
効
に
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
際
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
「
孤
立

し
た
学
び
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
、
多
様
な
他
者

と
協
働
し
な
が
ら
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成

す
る
「
協
働
的
な
学
び
」
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。

　

子
供
一
人
一
人
の
興
味
・
関
心
や
テ
ー
マ
は

異
な
る
た
め
、
一
人
一
台
端
末
を
活
用
し
て
ク

ラ
ウ
ド
上
で
子
供
た
ち
の
学
習
状
況
を
可
視
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
に
参
照
し
合
い
、
助

け
合
っ
て
学
ん
で
い
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
更
な
る
充
実

文
部
科
学
省G
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「
協
働
的
な
学
び
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
は
必
要
不
可

欠
な
も
の
で
あ
る
。
各
学
校
に
お
い
て
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
通
し
て
、
多
様
な
子
供
一
人
一
人
が

自
立
し
た
学
習
者
と
し
て
学
び
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
授
業
観
」
を
転
換
す
る
必
要

が
あ
る
。

Ⅱ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状
と
課
題

　

令
和
五
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

学
校
質
問
紙
調
査
の
結
果
で
は
、
授
業
に
お
い

て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
「
ほ
ぼ
毎
日
」
活
用
し
て
い

る
割
合
は
、
昨
年
度
よ
り
小
・
中
学
校
と
も
に

約
七
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
な
ど
、
日
常
的
な
活

用
が
図
ら
れ
て
い
る
一
方
、「
教
師
と
子
供
が

や
り
取
り
す
る
場
面
」「
子
供
同
士
が
や
り
と

り
す
る
場
面
」
や
「
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、

発
表
・
表
現
す
る
場
面
」
等
に
お
い
て
は
、
日

常
的
な
活
用
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
、
様
々
な
原
因
が
想

定
さ
れ
る
が
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
十
全
に
使
っ

て
い
る
学
校
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

地
域
差
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
課
題
で

あ
る
。
多
く
の
学
校
現
場
に
努
力
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
一
方
で
、
ま
だ
授
業
改
善
に
踏
み
出

せ
て
い
な
い
学
校
も
相
当
数
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
文
部
科
学
省
と
し
て
も
伴
走
支
援
を
強

化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境
の
活
用

は
、
知
識
及
び
技
能
の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
子

供
の
思
考
、
判
断
、
表
現
や
、
学
習
状
況
の
他

の
子
供
と
の
共
有
、
学
び
の
振
り
返
り
を
行
う

際
の
有
効
な
手
段
と
な
る
こ
と
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
特
性
・
強
み
を
生
か
す
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
そ
の
視
点
を
授
業
改
善
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

Ⅲ
授
業
等
に
お
け
る
一
人
一
台
端
末

の
活
用
事
例

事
例
１　
学
習
に
必
要
と
な
る
教
材
を
事
前
に

共
有
す
る

　

茨
城
県
つ
く
ば
市
立
み
ど
り
の
学
園
義
務
教

育
学
校
で
は
、
汎
用
的
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ク

ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
子
供
の
学
習
活

動
が
変
容
し
て
き
て
い
る
。

　

理
科
の
授
業
で
は
、
事
前
に
必
要
と
な
る
教

材
は
、
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
、
授
業
開

始
前
に
教
師
か
ら
子
供
に
共
有
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
子
供
は
い
つ
で
も
自
分
に
必
要
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
表
計
算
ソ
フ
ト
も
同
様
に
共
有
さ
れ

て
お
り
、
子
供
は
実
験
か
ら
得
ら
れ
た
デ
ー
タ

を
そ
の
表
計
算
ソ
フ
ト
で
、
グ
ラ
フ
を
作
成
す

る
な
ど
し
て
整
理
し
、
実
験
結
果
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
子
供
自
身
が
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
の
特
徴
を
理
解
し
て
い
る
た
め
、

ど
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
活
用
し
た
ら
よ
い
の
か

を
判
断
し
て
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。

事
例
２　
共
同
編
集
機
能
を
活
用
し
て
学
び
を

相
互
に
啓
発
す
る

　

文
部
科
学
省
が
運
営
す
る
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
「StuD

X
 Style

」
で
は
、
一
人
一
台
端
末

の
更
な
る
利
活
用
の
促
進
に
向
け
て
、
全
国
の

学
校
や
自
治
体
か
ら
提
供
い
た
だ
い
た
端
末
の

活
用
方
法
に
関
す
る
優
良
事
例
等
を
数
多
く
紹

介
し
て
い
る
。
本
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
事

例
「
一
人
一
シ
ー
ト
を
相
互
参
照
」
で
は
、
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ソ
フ
ト
の
共
同
編
集
機
能
を
活

用
し
、
協
働
的
な
学
び
に
つ
な
げ
て
い
る
実
践

事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。

　

共
同
編
集
機
能
と
は
、
ク
ラ
ウ
ド
に
あ
る
一

つ
の
フ
ァ
イ
ル
を
複
数
人
が
同
時
に
閲
覧
・
編

集
で
き
る
機
能
の
こ
と
で
あ
る
。

　

本
実
践
で
は
、
子
供
が
互
い
に
や
り
取
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
教
師
が
事
前
に

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た
学
級
の

人
数
分
の
シ
ー
ト
を
ク
ラ
ウ
ド
に
準
備
し
て
お
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は
じ
め
に

　

小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告

示
）（
以
下
、「
学
習
指
導
要
領
」
と
す
る
）
で

は
、
第
１
章
第
２
の
⑵
に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

⑵　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
や
学
校
、
地

域
の
実
態
及
び
児
童
の
発
達
の
段
階
を
考
慮

し
、
豊
か
な
人
生
の
実
現
や
災
害
等
を
乗
り

越
え
て
次
代
の
社
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
向

け
た
現
代
的
な
諸
課
題
に
対
応
し
て
求
め
ら

れ
る
資
質
・
能
力
を
、
教
科
等
横
断
的
な
視

点
で
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
教
育
課
程
の
編

成
を
図
る
も
の
と
す
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
、
現
代
的
な
諸
課
題
に
関
す
る

教
科
等
横
断
的
な
教
育
内
容
の
一
つ
に
、「
消

費
者
に
関
す
る
教
育
」
が
あ
る
。
こ
れ
を
受
け

て
小
学
校
家
庭
科
で
は
、
自
立
し
た
消
費
者
の

育
成
に
関
す
る
内
容
の
充
実
が
図
ら
れ
た
。

　
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告

示
）
解
説　

家
庭
編
』（
以
下
、「
解
説
」
と
す

る
）
で
は
、
こ
の
内
容
の
改
善
に
つ
い
て
、
社

会
の
変
化
へ
の
対
応
の
一
つ
と
し
て
次
の
よ
う

に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
対
応
し
て
、
自

立
し
た
消
費
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、「
Ｃ
消

費
生
活
・
環
境
」
に
お
い
て
は
、
中
学
校
と
の

系
統
性
を
図
り
、「
買
物
の
仕
組
み
や
消
費
者

の
役
割
」
に
関
す
る
内
容
を
新
設
す
る
と
と
も

に
、
他
の
内
容
と
関
連
を
図
り
、
消
費
生
活
や

環
境
に
配
慮
し
た
生
活
の
仕
方
に
関
す
る
内
容

の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
内
容

「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
が
改
善
さ
れ
た
背
景

を
踏
ま
え
た
上
で
、
家
庭
科
に
お
け
る
資
質
・

能
力
の
育
成
に
向
け
て
の
指
導
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
内
容
「
Ｃ
消
費
生
活
・

環
境
」
の
指
導
の
充
実
に
向
け
て
、
学
習
指
導

要
領
及
び
解
説
を
再
度
確
認
し
た
り
、
指
導
上

の
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
た
り
す
る
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
教
科
調
査
官

国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
課
程
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
開
発
部
教
育
課
程
調
査
官

熊
谷
有
紀
子

家 庭

論説１

家
庭
科
に
お
け
る
消
費
者
に
関
す
る
教
育
の
充
実

家
庭
科
に
お
け
る
消
費
者
に
関
す
る

教
育
の
充
実
に
向
け
て
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消
費
者
に
関
す
る
教
育
は
、

家
庭
科
が
担
う
の
か
？

1
　

小
学
校
の
教
育
課
程
に
お
い
て
、
消
費
者
に

関
す
る
教
育
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
『
小
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
九
年
告

示
）
解
説　

総
則
編
』（
以
下
、「
総
則
」
と
す

る
）
で
は
、
付
録
６
と
し
て
、
小
・
中
学
校
学

習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
消
費
者
に
関
す
る
教

育
」
に
つ
い
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に

関
連
す
る
各
教
科
等
の
内
容
の
う
ち
、
主
要
な

も
の
が
抜
粋
さ
れ
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
社
会
科
、
家
庭
科
、
特
別
の
教
科
道
徳

の
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
参
考

に
、
各
学
校
に
お
い
て
、
教
育
目
標
や
子
供
の

実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

自
校
の
教
育
課
程
を
確
認
し
た
際
、
も
し
、

消
費
者
に
関
す
る
教
育
が
家
庭
科
の
み
で
行
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
他
教
科
等
の
教
育

活
動
と
も
連
携
さ
せ
て
取
り
組
め
る
よ
う
教
育

課
程
を
見
直
す
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

そ
し
て
、
家
庭
科
で
は
、
家
庭
科
の
目
標
や

内
容
の
実
現
を
目
指
し
、
内
容
「
Ｃ
消
費
生
活

・
環
境
」
の
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

家
庭
科
に
お
け
る
消
費
者
に
関
す
る

教
育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

2
　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
と
中

学
校
の
内
容
の
系
統
性
を
図
り
、
自
立
し
た
消

費
者
を
育
成
す
る
た
め
に
、
消
費
者
に
関
す
る

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
小
学
校

で
は
、
内
容
「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
⑴
物
や

金
銭
の
使
い
方
と
買
物
に
お
い
て
「
買
物
の
仕

組
み
や
消
費
者
の
役
割
」
を
新
設
し
、
中
学
校

に
お
け
る
「
売
買
契
約
の
仕
組
み
」
や
「
消
費

者
の
基
本
的
な
権
利
と
責
任
」「
消
費
者
被
害

の
背
景
と
そ
の
対
応
」
の
基
礎
と
な
る
学
習
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

家
庭
科
に
お
け
る
消
費
者
に
関
す
る
教
育
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示

さ
れ
て
い
る
指
導
内
容
を
着
実
に
実
施
し
、
授

業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
中
学
校
に
お
け
る
学
習
に
円
滑
に
接
続

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
内
容
の
確
実
な
定
着
を
図
る
よ
う
配
慮

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

１　
内
容
「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
⑴
の
学
習

内
容
を
確
認
す
る

　

ま
ず
は
、
解
説
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
内
容

「
Ｃ
消
費
生
活
・
環
境
」
で
扱
う
べ
き
指
導
内

容
を
整
理
す
る
。

⑴
　
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
向
け
て

　

学
習
指
導
要
領
で
は
、
知
識
及
び
技
能
と
し

て
習
得
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
、
内
容
「
Ｃ
消

費
生
活
・
環
境
」
⑴
の
指
導
事
項
ア
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

⑴　

物
や
金
銭
の
使
い
方
と
買
物

ア　

次
の
よ
う
な
知
識
及
び
技
能
を
身
に
付
け

る
こ
と
。

ア　

買
物
の
仕
組
み
や
消
費
者
の
役
割
が
分

か
り
、
物
や
金
銭
の
大
切
さ
と
計
画
的
な

使
い
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。

イ　

身
近
な
物
の
選
び
方
、
買
い
方
を
理
解

し
、
購
入
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
収

集
・
整
理
が
適
切
に
で
き
る
こ
と
。

　

こ
こ
で
は
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
で
新
設

さ
れ
た
「
買
物
の
仕
組
み
」
と
「
消
費
者
の
役

割
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

を
確
認
す
る
。

①
買
物
の
仕
組
み

　

買
物
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、「
売
買
契
約

の
基
礎
」
と
し
て
、
日
常
行
っ
て
い
る
買
物
が

売
買
契
約
で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
、
指
導
す
る
ポ
イ
ン
ト
が
四
点
あ

る
。◆

主
に
現
金
に
よ
る
店
頭
で
の
買
物
を
扱
う
。

◆
買
う
人
の
申
し
出
と
売
る
人
の
承
諾
に
よ
っ

て
売
買
契
約
が
成
立
す
る
。

◆
買
う
人
は
お
金
を
払
い
、
売
る
人
は
商
品
を
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教
師
に
必
要
な
学
び
の
姿
は
、

子
供
た
ち
の
学
び
と
相
似
形

1
　

一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
が
導
入

さ
れ
、
子
供
の
学
び
で
一
番
大
き
く
変

わ
っ
た
こ
と
は
、
他
者
の
考
え
方
に
触

れ
る
場
面
が
非
常
に
増
え
た
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
学
び
を
発

信
す
る
機
会
も
劇
的
に
増
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
令
和
四
年
一
二
月
の
中
央
教

育
審
議
会
答
申※

で
は
、「
教
師
の
学
び

の
姿
も
、
子
供
た
ち
の
学
び
の
相
似
形

で
あ
る
」
と
、
教
師
の
研
修
に
関
す
る

考
え
方
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
文
言

に
つ
い
て
少
し
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

相
似
な
図
形
で
は
、
対
応
す
る
角
の
大

き
さ
、
つ
ま
り
角
度
が
同
じ
で
す
。
し

か
し
、
対
応
す
る
辺
の
長
さ
は
異
な
り

ま
す
。
こ
れ
を
「
学
び
」
で
考
え
る

と
、
角
度
が
「
方
法
」
と
捉
え
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
辺
の
長
さ
が

学
ぶ
「
内
容
」
だ
と
す
る
と
、
内
容
は

違
え
ど
も
、
子
供
も
教
師
も
学
び
に
必

要
な
方
法
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
・
中
学
生
が

一
人
一
台
端
末
を
使
っ
て
い
る
様
子
を

見
て
も
、
例
え
ば
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
ソ
フ
ト
を
共
有
し
て
、
み
ん
な
で

共
同
編
集
す
る
と
い
う
方
法
等
、
私
の

授
業
を
受
講
す
る
大
学
生
が
学
ぶ
姿
と

同
じ
で
す
。
こ
れ
は
、
小
・
中
学
校
で

身
に
付
け
た
も
の
が
、
社
会
で
必
要
な

学
び
方
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
研
修
は
、
多
様
な
選
択

肢
の
中
で
、
自
分
が
身
に
付
け
た
い
こ

と
等
に
合
わ
せ
て
、
内
容
を
選
ん
で
学

ぶ
こ
と
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ

の
研
修
で
、
個
別
最
適
な
学
び
や
協
働

的
な
学
び
等
を
、
教
師
自
身
が
学
習
者

と
し
て
経
験
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
も
そ
も
、
自
ら
学
び
を
調
整
す
る
上

で
、「
自
己
決
定
」
が
大
切
だ
と
頭
で

は
分
か
っ
て
い
て
も
、
自
分
に
と
っ
て

必
要
な
研
修
を
選
ぶ
場
面
で
、「
選
ぶ

こ
と
は
意
外
と
難
し
い
」
と
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
教
師
自
身
が
、
学
習

者
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が
や
は
り
重
要

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ま
ず
、

教
師
が
子
供
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
ク
ラ

ウ
ド
を
活
用
し
た
学
び
を
日
常
的
に
経

験
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
写
真
１
）。

教
師
が
日
常
的
に

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
す
る

2
　

取
り
組
み
や
す
い
事
例
と
し
て
、
教

師
間
で
情
報
共
有
す
る
ク
ラ
ウ
ド
上
の

ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
取
組
が
あ
り
ま

す
。
チ
ャ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ウ
ド

上
の
チ
ー
ム
等
、
全
員
が
そ
こ
で
情
報

を
得
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
っ
て
お
け

ば
、
文
部
科
学
省
が
公
開
し
て
い
る
動

画
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
貼
っ
た
り
、
教
育
委
員

会
か
ら
の
通
知
文
の
デ
ー
タ
を
共
有
し

ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
校
内
研
修

山
梨
大
学
准
教
授
　

三
井
一
希

文
部
科
学
省

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
Ｓ
ｔ
ｕ
Ｄ
Ｘ　

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」写真１�　校内研修で教師が１人１台端末を活

用する様子（©2023三井）

StuDX StyleStuDX StyleStuDX StyleStuDX Style〜授業改善への道〜
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た
り
す
る
こ
と
が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は
、
教
師
が
自
分
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
情
報
を
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
に
慣
れ
て
き
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
分
の
授
業
の
写
真
や
資
料

等
を
一
週
間
に
一
回
程
度
投
稿
す
る

等
、
気
軽
な
実
践
共
有
が
で
き
て
い
る

学
校
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ウ

ド
上
で
学
習
指
導
案
を
共
有
し
、
相
互

に
コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
内
容
を
検
討
し

て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
（
資
料
１
）。

「
会
議
ま
で
に
コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
資
料
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
会
議
時
間
の
短
縮

が
可
能
と
な
り
、
働
き
方
改
革
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い
っ
た
や

り
方
に
慣
れ
て
い
な
い
と
、
会
議
前
に

コ
メ
ン
ト
を
入
力
し
て
い
な
い
人
が
い

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
と
前
提

が
崩
れ
て
し
ま
い
議
論
が
始
ま
ら
な
い

と
い
う
こ
と
も
、
教
師
自
身
が
経
験
す

る
こ
と
が
あ
る
程
度
必
要
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
教
師
自
身
も
失
敗
を
繰
り
返
し

な
が
ら
学
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
中
で
、
会
議
ま
で
に
自
分
の

ペ
ー
ス
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
資
料
を
確
認

す
る
等
、
教
師
も
自
ら
の
仕
事
の
進
め

方
や
学
び
方
を
調
整
す
る
こ
と
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ク
ラ
ウ
ド
活
用
を

授
業
改
善
に
つ
な
げ
る

3

　

ク
ラ
ウ
ド
を
使
っ
て
情
報
共
有
が
し

や
す
く
な
る
体
験
を
通
し
て
、
自
分
の

授
業
で
ク
ラ
ウ
ド
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
よ
う
か
と
い
う
発
想
に
つ
な
が
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
校
内
研
修

の
中
で
、
自
分
の
気
付
き
を
メ
モ
の
よ

う
に
チ
ャ
ッ
ト
で
共
有
し
た
り
、
ク
ラ

ウ
ド
上
で
共
有
し
て
い
る
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
に
自
分
の
学
び
を
ま

と
め
た
り
す
る
等
、
教
師
自
身
が
豊
富

な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
写
真
２
）
を
し
て

い
る
学
校
で
は
、
そ
の
感
覚
が
授
業
に

も
つ
な
が
り
、
授
業
が
変
わ
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
共
有
の
敷
居
が

下
が
っ
た
こ
と
で
、「
こ
ん
な
実
践
や

っ
て
み
ま
し
た
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
」

と
チ
ャ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
に
投
稿
し
、
気

軽
に
意
見
を
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
チ

ャ
レ
ン
ジ
が
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。
結
果
的
に
授
業
改
善
の
サ
イ
ク
ル

を
早
め
、
短
い
ス
パ
ン
で
何
度
も
何
度

も
回
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
び
を
支
え
る
一
人
一
台

端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
環
境

4
　

教
師
自
身
が
一
人
一
台
の
端
末
を
使

っ
て
、
研
修
や
校
務
の
中
で
主
体
的
に

イ
ン
プ
ッ
ト
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
繰
り

返
す
経
験
を
し
、「
子
供
た
ち
も
同
じ

だ
」
と
感
じ
る
人
が
増
え
る
と
、
授
業

後
の
研
究
協
議
で
も
「
Ａ
さ
ん
は
、
あ

の
場
面
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
き
込
ん
で

い
た
」
と
か
、「
Ｂ
さ
ん
は
、
あ
の
子

と
あ
の
子
の
意
見
を
画
面
上
で
比
較
し

て
い
た
」
と
、
子
供
を
主
語
に
し
た
意

見
が
中
心
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
一
人
一
台
端
末
や
ク
ラ

ウ
ド
を
使
う
だ
け
で
よ
い
研
修
に
な
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
研
修
で
「
こ

ん
な
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う

明
確
な
目
的
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
内

容
を
ど
う
設
定
す
る
か
と
い
う
こ
と
の

重
要
性
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

内
容
を
一
人
一
人
が
よ
り
深
く
理
解
す

る
こ
と
や
、
よ
り
効
率
的
に
学
ぶ
こ
と

を
、
一
人
一
台
端
末
と
ク
ラ
ウ
ド
が
支

え
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
授
業
に

置
き
換
え
て
も
同
じ
で
す
。
ま
さ
に
教

師
の
学
び
の
姿
は
子
供
の
学
び
と
相
似

形
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
み
つ
い
・
か
ず
き
）

※�

中
央
教
育
審
議
会
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
』
を
担
う
教
師
の
養
成
・
採
用
・
研
修
等
の

在
り
方
に
つ
い
て
～
『
新
た
な
教
師
の
学
び
の

姿
』
の
実
現
と
、
多
様
な
専
門
性
を
有
す
る
質

の
高
い
教
職
員
集
団
の
形
成
～
（
答
申
）」

資料１�　クラウド上で学習指導案を共有し、
相互にコメントを付けて内容を検討す
る様子（©2023三井）

写真２�　校内研修で教師が１人１台端末を用
いてアウトプットする様子（©2023
三井）
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は
じ
め
に

　

幼
児
期
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
直
接
体
験
が

重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、
秋
の
遠
足
で
は
、
季

節
を
感
じ
る
木
の
葉
や
昆
虫
に
触
れ
、
落
葉
を

集
め
、
少
し
ひ
ん
や
り
と
す
る
風
を
感
じ
、
草

花
の
香
り
に
心
和
ま
せ
た
り
す
る
。
自
然
が
諸

感
覚
に
働
き
か
け
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
を
受
け

止
め
、
秋
を
感
じ
る
。

　

本
テ
ー
マ
に
あ
る
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation 
and Com

m
unication T

echnology

：
情
報

通
信
技
術
）
は
、
諸
感
覚
の
中
で
も
、
視
覚
と

聴
覚
に
優
位
に
作
用
す
る
。
秋
の
遠
足
の
風
景

を
撮
影
し
た
写
真
や
動
画
を
、
翌
日
に
保
育
室

等
で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
て
振
り
返
る

こ
と
も
容
易
に
な
っ
て
き
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
が

あ
れ
ば
、
写
真
撮
影
し
た
小
さ
な
も
の
を
拡
大

し
て
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
不
思
議
に
思
っ
た

こ
と
や
分
か
ら
な
い
こ
と
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
て
、
結
果
を
画
面
で
確
認
で
き

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
操
作
性
向
上
に
よ
り
、
視
た

り
、
聴
い
た
り
す
る
こ
と
が
簡
便
に
な
る
と
と

も
に
、
ス
ピ
ー
ド
も
向
上
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ

え
に
、
子
供
た
ち
が
主
体
的
に
、
自
分
の
ペ
ー

ス
で
じ
っ
く
り
と
写
真
を
見
る
時
間
を
確
保
し

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
で
、
子
供
自
ら
が
学
び
の
過
程
を
調
整
す

る
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
『
幼
稚
園
教
育
要
領
解
説※
１

』
で
は
、「
幼
児
期

は
直
接
的
な
体
験
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
視
聴
覚
機
材
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
な
ど
情
報

機
器
を
活
用
す
る
際
に
は
、
幼
稚
園
生
活
で
は

得
難
い
体
験
を
補
完
す
る
な
ど
、
幼
児
の
体
験

と
の
関
連
を
考
慮
す
る
こ
と
」
と
記
述
が
あ

る
。
園
生
活
で
得
難
い
体
験
の
補
完
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
す
る
場
合
、
視
覚
と
聴
覚
に
頼
り
す
ぎ

ず
、
諸
感
覚
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
を
心
掛
け

る
必
要
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
幼
児
期
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
諸
感

覚
、
さ
ら
に
学
び
の
過
程
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活

用
事
例
と
教
師
が
意
識
す
べ
き
点
を
考
え
る
。

論 説

保
育
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

～
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
～

園
田
学
園
女
子
大
学
教
授

堀
田
博
史

■
特
集
：
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
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1

子
供
た
ち
の
活
動
を
写
真
で

振
り
返
る

　

幼
稚
園
等
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
第
一
歩
と
し

て
、
多
く
の
教
師
は
、
子
供
た
ち
の
活
動
の
様

子
を
写
真
や
動
画
に
撮
り
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン

な
ど
に
投
影
し
、
子
供
た
ち
自
身
が
画
像
を
見

な
が
ら
活
動
を
振
り
返
る
話
合
い
を
行
う
場
面

を
つ
く
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
五
歳
児
が
遠
足
に
出
掛
け
、
教
師

ま
た
は
子
供
た
ち
が
順
番
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
カ

メ
ラ
機
能
で
写
真
を
撮
影
す
る
（
図
１
）。
よ

く
見
か
け
る
風
景
で
あ
る
。
撮
影
し
た
写
真

は
、
園
に
戻
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
大
型
テ

レ
ビ
に
映
し
出
し
て
、
学
級
の
友
達
と
一
緒
に

振
り
返
る
。
子
供
た
ち
は
、
映
し
出
さ
れ
た
写

真
を
見
な
が
ら
、「
僕
の
写
真
、
私
の
写
真
」

と
歓
声
を
上
げ
る
。
教
師
の
ペ
ー
ス
で
、
次
々

と
写
真
を
見
な
が
ら
振
り
返
り
が
展
開
さ
れ

る
。
展
開
の
速
さ
に
戸
惑
う
子
供
も
見
ら
れ
、

子
供
の
学
び
の
過
程
が
保
証
さ
れ
て
い
る
の
か

疑
問
を
感
じ
る
場
面
で
あ
る
。
一
方
、
子
供
た

ち
が
撮
影
し
た
写
真
が
印
刷
さ
れ
、
壁
に
貼
ら

れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
２
）。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
撮
影
し
た
写
真
は
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
、
手
軽
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
大
型
テ

レ
ビ
に
映
し
出
し
て
、
テ
ン
ポ
よ
く
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で
、
そ
の
テ
ン
ポ
の
よ

さ
に
よ
り
、
子
供
の
学
び
の
過
程
を
保
証
で
き

て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
各
自
の
間
合
い
で
遊
び
を
楽

し
み
、
学
び
に
発
展
す
る
。「
学
び
の
過
程
」

の
実
現
の
鍵
は
、
こ
の
間
合
い
に
あ
る
。
主
体

的
な
学
び
の
過
程
で
は
、
取
組
の
後
に
、
自
ら

の
遊
び
を
振
り
返
っ
て
次
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
大

切
に
な
る
。
対
話
的
な
学
び
の
過
程
で
は
、
自

分
の
思
い
や
考
え
を
表
現
し
、
伝
え
合
い
、
協

力
す
る
過
程
が
重
要
で
あ
り
、
深
い
学
び
の
過

程
で
は
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
追
求
、
問
題
解
決
の
た
め
の
探
究
的
な
学

び
の
過
程
が
大
切
で
あ
る※
２

。
子
供
た
ち
の
ペ
ー

ス
で
こ
れ
ら
の
時
間
を
確
保
し
て
い
る
か
、
教

師
が
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

活
動
を
写
真
で
振
り
返
る
場
面
で
は
、
こ
の

よ
う
な
学
び
の
過
程
を
意
識
す
る
こ
と
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

2

子
供
の
疑
問
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
解
決
す
る

　

幼
稚
園
等
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
第
一
歩
と
し

て
、
も
う
一
つ
想
像
で
き
る
活
動
は
、
子
供
た

ち
が
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
、
知
り
た
い
こ
と
を

教
師
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
伝
え
た

り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
画
面
を
見
せ
た
り
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
日
常
生
活
で
見
た
り
、
触
れ
た

り
す
る
も
の
に
興
味
を
も
つ
。
園
外
保
育
で

は
、
身
近
な
自
然
の
音
や
形
、
色
に
気
付
き
、

感
性
を
豊
か
に
す
る
。
例
え
ば
、
公
園
で
興
味

を
も
っ
た
花
の
名
前
を
教
師
に
尋
ね
る
こ
と
も

あ
る
（
図
３
）。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で

き
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
が
あ
れ

ば
、
子
供
た
ち
の
質
問
に
す
ぐ
に
回
答
で
き

る
。
し
か
し
、「
子
供
た
ち
の
質
問
→
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
→
回
答
」
の
流
れ
で
よ
い
の

だ
ろ
う
か
。
多
く
の
教
師
が
疑
問
を
も
つ
と
こ

ろ
で
も
あ
る
。

　
「
な
ぜ
」「
あ

れ
っ
」
と
子
供

た
ち
が
疑
問
に

思
う
こ
と
を
大

切
に
し
て
、
疑

問
に
つ
い
て
、

自
分
は
ど
う
思

図１ 　遠足で写真撮影する子
供たち

図２ 　掲示された写真で振り
返る子供たち

図３ 　子供たちの質問にイン
ターネットで検索する教
師
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